
イ
・
ワ
ー
ド
を
つ
け
れ
ば
医
学
、
伝
染
病
、
研
究
所
、
学
者
で
あ
ろ
う

が
評
者
は
こ
れ
に
人
物
像
を
入
れ
た
い
。
そ
れ
程
に
面
白
い
。
広
く
好

学
の
士
に
御
一
読
を
す
す
め
る
所
以
で
あ
る
。

評
者
は
昭
和
六
十
一
年
の
停
年
ま
で
五
、
六
年
間
縁
あ
っ
て
医
科
研

の
非
常
勤
講
師
を
命
ぜ
ら
れ
、
多
少
こ
の
館
に
出
入
り
も
し
、
出
張
先

と
し
て
外
科
の
若
い
人
達
を
預
か
っ
た
こ
と
も
あ
る
。
ま
た
登
場
人
物

も
田
宮
猛
雄
を
始
め
、
本
書
の
後
半
に
は
自
分
の
眼
で
み
、
聲
咳
に
接

し
、
ま
た
教
え
を
受
け
た
方
々
が
現
れ
る
の
で
巻
を
お
く
能
わ
ず
、
一

処
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。
明
治
初
年
の
病
院
は
国
公
立
、
私
立
を
合
せ
百

に
満
た
な
い
が
、
細
菌
学
の
勃
興
と
共
に
必
要
に
迫
ら
れ
た
傷
病
人
の

収
容
施
設
で
あ
り
、
伝
研
は
そ
の
時
流
に
の
っ
た
花
形
役
者
で
あ
っ
た

ろ
う
。
一
匹
狼
の
俊
秀
が
集
ま
る
の
も
無
理
は
な
い
が
、
そ
の
組
織
作

り
は
容
易
で
な
か
っ
た
ろ
う
。

学
者
も
人
間
だ
。
学
問
も
変
転
す
る
が
、
人
間
模
様
も
躍
動
し
て
い

る
。
功
を
あ
せ
っ
て
確
証
も
な
い
ま
ま
発
表
し
た
り
、
間
違
い
だ
っ
た

と
判
っ
て
も
一
門
の
名
誉
の
為
に
容
易
に
認
め
な
い
と
か
、
外
野
席
か

ら
み
る
と
面
白
い
。
人
間
集
団
で
あ
る
以
上
、
人
間
力
学
も
避
け
ら
れ

ぬ
。
そ
れ
が
史
学
の
面
白
い
処
で
も
あ
る
。
多
数
の
意
見
に
基
づ
い
て
、

筆
を
お
さ
え
た
公
正
な
評
価
で
あ
り
な
が
ら
、
人
物
が
躍
動
し
て
い
る

の
は
著
者
の
文
筆
力
。
ま
た
時
代
が
要
求
し
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
登
場

人
物
も
今
よ
り
一
段
と
ス
ケ
ー
ル
が
大
き
い
。
組
織
の
長
と
し
て
い
つ

も
考
え
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
は
、
波
風
た
て
ず
万
事
人
の
和
を
重
ん
ず
る

方
と
一
将
功
成
り
万
骨
枯
る
ゲ
ン
コ
ッ
型
の
あ
る
こ
と
で
、
本
吉
に
現

れ
る
指
導
統
率
者
に
も
色
々
と
教
え
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。
本
書
に
キ
人
間
の
目

著
者
は
人
間
の
歴
史
を
、
狩
猟
・
採
集
時
代
、
農
耕
時
代
、
工
業
時

代
の
三
期
に
分
け
、
各
時
代
に
お
け
る
人
間
の
生
活
条
件
と
人
口
の
変

動
と
の
相
互
関
係
か
ら
、
不
健
康
の
原
因
と
し
て
食
糧
不
足
に
よ
る
栄

養
問
題
に
特
に
注
目
す
る
。
即
ち
、
狩
猟
・
採
集
時
代
に
死
亡
率
が
高

く
寿
命
が
短
か
か
っ
た
の
は
食
糧
不
足
の
た
め
だ
と
論
じ
、
農
耕
時
代

で
は
密
集
し
た
大
集
団
を
維
持
す
る
た
め
に
定
住
化
に
よ
る
農
業
の
導

入
が
不
可
欠
で
あ
り
、
そ
の
結
果
食
糧
の
供
給
量
が
増
え
て
人
口
も
増

加
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
家
畜
や
他
の
動
物
と
一
体
と
な
っ
て
不
潔

こ
の
本
は
、
英
国
の
バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
大
学
の
社
会
医
学
担
当
名
誉
教

授
で
あ
っ
た
ト
ー
マ
ス
・
マ
キ
ュ
ー
ン
博
士
が
、
一
九
八
八
年
に
出
版

し
た
も
の
の
翻
訳
で
あ
る
。
な
お
著
者
は
出
版
の
数
カ
月
前
に
死
去
し

た
。

著
者
は
、
あ
ま
り
例
を
見
な
い
ユ
ニ
ー
ク
な
切
り
口
で
、
人
間
の
病

気
の
直
接
的
原
因
（
８
口
の
①
）
で
は
な
く
起
源
論
（
。
『
喧
昌
）
を
展
開
し
、

気
に
読
み
通
し
た
。
評
者
も
歴
史
上
の
人
物
に
な
れ
る
わ
け
は
な
い
が
、

歴
史
上
の
人
物
に
近
づ
き
つ
つ
あ
る
と
苦
笑
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

（
高
橋
勝
三
）

〔
学
会
出
版
セ
ン
タ
ー
・
東
京
都
文
京
区
本
郷
六
’
二
’
一
○
、
壷
○
三
・

三
八
一
四
・
二
○
○
一
、
一
九
九
二
年
刊
、
四
六
判
五
五
○
頁
、
四
八
○

○
円
〕

ト
ー
マ
ス
・
マ
キ
ュ
ー
ン
著
、
酒
井
シ
ヅ
・
田
中
靖
夫
訳

「
病
気
の
起
源
』

指
す
べ
き
方
向
や
健
康
の
あ
り
方
を
提
起
し
て
い
る
。
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な
集
団
生
活
を
送
る
こ
と
に
よ
る
感
染
機
会
の
増
加
か
ら
、
感
染
症
が

主
な
死
亡
原
因
に
な
っ
た
と
論
じ
て
い
る
。

更
に
工
業
時
代
に
入
っ
た
こ
こ
三
世
紀
間
の
急
激
な
人
口
増
加
の
原

因
は
、
死
亡
率
特
に
感
染
症
に
よ
る
死
亡
率
の
低
下
に
あ
る
と
し
た
。

そ
の
理
由
と
し
て
、
農
業
生
産
の
上
昇
に
よ
る
栄
養
状
態
の
改
善
の
結

果
と
し
て
の
抵
抗
力
の
増
加
と
、
水
道
・
食
品
管
理
な
ど
の
衛
生
設
備

の
向
上
に
よ
る
感
染
機
会
の
減
少
を
挙
げ
て
い
る
が
、
そ
の
一
方
で
健

康
改
善
の
代
償
と
し
て
、
が
ん
や
心
臓
病
な
ど
の
非
伝
染
性
疾
患
が
増

加
し
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
と
述
べ
て
い
る
。

著
者
は
、
精
神
の
病
気
を
除
く
様
々
な
人
間
の
病
気
を
、
出
生
前
の

受
胎
成
立
時
点
や
胎
生
初
期
に
起
源
の
あ
る
遺
伝
病
、
十
分
な
食
糧
が

食
べ
ら
れ
な
い
こ
と
に
起
源
す
る
貧
し
さ
病
、
食
糧
は
十
分
な
の
に
公

害
な
ど
生
活
環
境
が
悪
化
し
た
こ
と
に
よ
る
健
康
へ
の
危
害
や
、
喫
煙
．

飲
酒
・
運
動
不
足
と
い
っ
た
生
活
習
慣
に
起
源
す
る
非
伝
染
性
疾
患
で

あ
る
豊
か
さ
病
に
分
類
し
、
そ
の
制
御
の
処
方
菱
を
述
べ
て
い
る
。

要
す
る
に
こ
の
本
の
お
も
し
ろ
さ
は
、
病
気
の
起
源
を
医
学
用
語
で

も
専
門
用
語
で
も
な
い
、
し
か
も
相
対
立
す
る
概
念
で
あ
る
「
貧
し
さ
」

と
「
豊
か
さ
」
で
分
類
し
た
と
い
う
こ
と
に
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

そ
の
言
葉
の
持
つ
経
済
学
的
意
味
か
ら
の
分
析
が
重
ね
ら
れ
て
い
な
い

た
め
に
、
医
学
以
外
の
領
域
か
ら
の
評
価
が
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
も
あ

づ
（
》
○

（
網
野
豊
）

〔
朝
倉
書
店
・
東
京
都
新
宿
区
新
小
川
町
六
’
二
九
、
窓
○
三
・
三
二
六
○
・

○
一
四
一
、
一
九
九
二
年
十
月
刊
、
Ａ
５
判
、
二
二
六
頁
、
三
七
○
八
円
〕

吉
田
直
哉
著

「
私
伝
・
吉
田
富
三
癌
細
胞
は
こ
う
語
っ
た
」

故
吉
田
富
三
教
授
の
長
男
、
吉
田
直
哉
氏
（
武
蔵
野
美
術
大
学
教
授
）

に
よ
る
吉
田
富
三
伝
で
あ
る
。

以
下
、
「
吉
田
教
授
」
と
書
く
の
は
、
お
父
さ
ん
の
方
、
つ
ま
り
富
三

先
生
の
こ
と
で
あ
る
。

本
書
を
知
っ
た
の
は
、
並
木
恒
夫
博
士
（
国
立
仙
台
病
院
）
が
年
賀
状

（
一
九
九
三
年
）
で
「
十
二
月
に
吉
田
富
三
先
生
の
伝
記
を
二
冊
よ
み
、

大
変
感
激
し
た
」
と
教
え
て
く
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
私
は
か
れ
に
葉
書

を
出
し
て
書
名
を
尋
ね
、
か
れ
は
、
本
書
と
永
田
孝
一
「
吉
田
富
三
伝
、

流
動
す
る
癌
細
胞
」
（
講
談
社
）
を
あ
げ
て
、
さ
ら
に
北
村
四
郎
『
激
動

の
中
を
生
き
て
」
（
考
古
堂
書
店
）
も
ぜ
ひ
読
む
よ
う
に
と
す
す
め
て
く

れ
た
。私

は
読
書
家
で
は
な
い
の
で
、
三
冊
も
教
わ
っ
て
ひ
ど
く
大
儀
に
な

っ
た
が
、
と
に
か
く
買
っ
て
お
く
こ
と
に
し
た
。
そ
こ
へ
ち
ょ
う
ど
、

医
史
学
会
か
ら
本
書
の
書
評
を
求
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

本
は
学
会
が
貸
し
て
下
さ
っ
た
が
、
そ
の
本
に
は
吉
田
教
授
の
郷
里
、

福
島
県
浅
川
町
の
町
長
さ
ん
の
手
紙
が
つ
い
て
い
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、

浅
川
町
で
は
「
ふ
る
さ
と
創
生
事
業
と
し
て
吉
田
富
三
博
士
の
顕
彰
事

業
を
推
進
し
て
お
り
」
、
そ
の
内
容
は
、
記
念
館
の
建
設
、
が
ん
撲
滅
運

動
な
ど
、
「
こ
の
伝
記
も
そ
の
一
環
と
し
て
発
刊
さ
れ
た
」
と
あ
る
。

「
創
作
と
創
造
は
ち
が
う
」
と
著
者
に
父
・
富
三
氏
が
語
る
と
こ
ろ
が

あ
る
が
（
二
○
一
頁
）
、
平
成
の
世
に
「
創
生
」
と
い
う
言
葉
が
使
わ
れ
、
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